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ボランティア活動における学生の意識変容について（Ⅰ）

Analysis of the Change of Students’ Consciousness in Volunteer Activities （Ⅰ）

（2009年３月31日受理）

松井　みさ　　大橋美佐子　　谷本　満江
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抄　　　　　録　

　中国短期大学保育学科は平成19年に学科内にボランティアグループ「あっぷる」を組織化した。備前県民局との協同

事業「子育てキャラバン」を中心に19年度だけで延べ12回のボランティア活動を行った。これらのボランティア活動に

複数回参加した学生にアンケートをとり，ボランティア活動の回数を重ねるごとに学生の意識がどのように変容したか

を調査した。その結果，回数を重ねるごとに，学生は他者との関わりを学び，また自主的な活動ができるようになった

などの意識変容がみられた。

Misa Matsui Misako Ohashi Michie Tanimoto

は　じ　め　に

　本学では平素より学生のボランティア活動について積

極的に支援を行っている。特に近年は地域とともに生き

る大学という考えのもと，地域貢献のボランティア活動

を多く行って来た。

　保育学科においても，保育者養成という立場から地域

貢献を行うべく，平成19年，中国短期大学保育学科ボラ

ンティアグループ「あっぷる」（以下あっぷると称す）

を組織化した。あっぷるの活動の特徴としては，サーク

ル活動としてではなく，学科の直轄機関として活動する

ことである。平成19年度，あっぷるは備前県民局との協

同事業として備前地域子育て応援隊を作り子育てキャラ

バン事業を中心に活動を行った。本研究はこれらの事業

を通して，学生の意識がどのように変容したか調査した

ものである。

１．子育てキャラバンについて

１）募　集

　あっぷる結成にあたって，学生からメンバー募集を行

うことにした。活動内容について学生も教員も模索して

いる段階での募集のため，保育学科の学生が多く参加し

ている保育系サークルのメンバーを中心に声をかけた。

その結果，１年生39名，２年生21名の学生が参加を希望

し，これらの学生を中心に活動を行うことにした。ただ，

メンバーをこれらの学生に限定してしまうのではなく，

途中からの参加希望学生についても，あっぷるメンバー

とした。

２）活動時期と会場

　子育てキャラバン事業の出発式が８月末に設定されて

いたので，活動はそれ以降年度の終わりとなる２月まで

に３回の子育てキャラバン公演を行うという制約があっ

た。保育学科の行事と学生の動きやすい時期を調整した

結果，本学単独の公演としては９月に１回，翌年２月に
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２回のキャラバンを行うことにした。備前県民局と打ち

合わせた結果，９月11日に玉野市，２月16日に備前市，

20日に岡山市でキャラバンを行うことになった。

３）活動内容

　備前県民局と協同事業としての子育てキャラバンは，

１時間半の枠の中で，公演とふれあい遊びを行うという

内容だった。プログラムを考えるにあたり，本学ととも

に備前県民局と協同事業を行う他大学との違いを出そう

と考えた。その結果，３回の公演を通して着ぐるみオペ

レッタを行うことにした。本学保育学科は10体以上の着

ぐるみを持っており，それらを活用することにより本学

の特徴を出せると考えたからである。また，ドレミパイ

プを使用した踊りを取り入れることにより，視覚的に楽

しめる舞台を作った。さらに２年生は２月に行われる保

育学科発表会で全員実技発表を行うので，その演目も２

月の公演内容に取り入れ，内容の充実を図ることにした。

　公演名は「あっぷるのおもちゃ箱」にした。多様な内

容を「おもちゃ箱」と表現することにより，幼児にも親

しみやすくなり，また何が出てくるかというワクワク感

も出せると考えたからである。(写真１)プログラムのレ

イアウトは本学の単独公演３回とも同じにして，用紙の

色を変えることにより区別した。

写真Ⅰ

４）各キャラバンについて

　（１）　出発式（８月29日　岡山市南方地域子育て支援

センター）

　岡山市内の２短大と本学の参加３校がすべて参加して

出発式を行った。出発式後，隣接するＭ保育園で第１回

キャラバンを行い，参加校がそれぞれ持ち時間内で出し

物を行うという内容であった。Ｓ短期大学はオペレッタ，

Ａ専門学院は踊りを行い，本学は手遊び，歌遊びを行っ

た。３校それぞれの持ち味が出せたと思われる。また，

他大学の公演を見ることにより，学生達には良い刺激に

なったと思われる。参加者はＭ保育園児，子育て支援の

親子連れなど約260名だった。

　（２）　第１回キャラバン（９月11日　玉野市　玉野レ

クレセンター）　

　本学単独としては初めてのキャラバンになる。本学か

らは１年生12名，２年生20名の学生が公演を行った。参

加者は玉野市内の３保育園の園児，隣接の児童館を利用

している子育て支援の親子など約250名だった。

プログラムは次の通りである。

　１．ドレミパイプ～アンパンマンマーチ～

　２．ペープサート～大きなかぶ～

　３．手遊び・歌あそび

　４．銭太鼓

　５．着ぐるみオペレッタ～くまさんの誕生日～

　ふれあいの時間は，折り紙と絵本を用意していたが，

非常に広い会場だったので学生が臨機応変に対応し，子

ども達と体を動かして遊んでいた。

　（３）　第２回キャラバン（２月16日　備前市　夢ほっ

とプラザ）

　本学単独の２回目のキャラバンである。前回から日に

ちが経っているので，反省会を行い，練習を重ねたプロ

グラムを持ってくることができた。１年生が施設実習中

なので，２年生33名のみの公演となった。参加者は子育

て支援の親子約40名だった。

プログラムは次の通りである。

　１．ハンドベル演奏

　２．ペープサート～大きなかぶ～

　３．手遊び・歌遊び
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　４．着ぐるみオペレッタ～くまさんの誕生日～

　ふれあいの時間は，前回と同じ折り紙と絵本に加え，

エプロンシアターとミュージックベルを用意した。会場

が比較的小さかったので，小さなグループになってふれ

あうことができ好評だった。また全体の参加者が少な

かったことで保護者の方とも多く話をすることができた。

　（４）　第３回キャラバン（２月20日　岡山市　Ｎ幼保園）

　最後のキャラバンである。備前と同じく２年生のみ37

名の公演となった。参加者は幼保園の園児と子育て支援

の親子約300名だった。

　プログラムは次の通りである

　１．みんなで踊ろう～ぼよよん行進曲～

　２．ドレミパイプ～アンパンマンマーチ～

　３．ペープサート～大きなかぶ～

　４．手遊び・歌あそび

　５．着ぐるみオペレッタ～くまさんの誕生日～

　今回はふれあいの時間に，別室でブラックファンタ

ジーを取り入れた。幻想的な世界に子ども達は喜んでい

る様子だった。学生達も，回数を重ねて来ているので，

余裕を持ってキャラバンに臨んでいた。

２．学生の意識変容について

　あっぷるは前述の子育てキャラバンを中心として，平

成19年度にのべ12回のボランティア活動を行った。それ

らの活動を通して学生の意識がどのように変容したかを

アンケートを通して調査した。

１）調査の方法

　19年度を通して，あっぷるのボランティア活動に３回

以上参加した学生を対象にアンケートを実施した。（１

年生18名，２年生18名）アンケートは，「あてはまる」「や

やあてはまる」「あまりあてはまらない」「あてはまらな

い」の４段階評価で答えてもらい，１回目，２回目，３

回目以上と参加回数別で行った。また自由記述欄も設け

て学生の率直な感想も書いてもらった。

２）結果と考察

　アンケートの結果を学年別で集計してまとめものが下

の表である。（表の数字は％）また，グラフは「あてはまる」

「ややあてはまる」と答えた合計人数を％で表している。

表２
・自らの役割を自覚できた

１年生 2年生
     １回目（％） 2回目（％） ３回目（％） １回目（％） 2回目（％） ３回目（％）
あてはまる 74 80 85 56 50 50
ややあてはまる 20 18 13 35 31 37
あまりあてはまらない 6 2 2 9 17 13
あてはまらない 0 0 0 0 2 0

0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目
0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目

表１
・子どもの理解を深めることができた

１年生 2年生
      １回目（％） 2回目（％） ３回目（％） １回目（％） 2回目（％） ３回目（％）
あてはまる 26 33 69 26 19 22
ややあてはまる 52 54 22 39 44 39
あまりあてはまらない 20 13 6 30 30 31
あてはまらない 2 0 3 5 7 8

0

20

40

60

80

100(％)

１回目 2回目 ３回目
0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目
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表３

・自主的に活動できた

１年生 2年生
     １回目（％） 2回目（％） ３回目（％） １回目（％） 2回目（％） ３回目（％）
あてはまる 17 24 30 39 35 37
ややあてはまる 56 50 56 30 37 41
あまりあてはまらない 24 22 13 24 21 13
あてはまらない 3 4 1 7 7 9

0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目
0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目

表４
・表現力（歌、踊り、造形など）が身に付いた

１年生 2年生
目（％）回３目（％）回2目（％）回１目（％）回３目（％）回2目（％）回１      

937314148484るまはてあ
628282020262るまはてあやや
42628222319いならまはてありまあ
1193719171いならまはてあ

0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目
0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目

表５

・他者との関わり方を学んだ

１年生 2年生
目（％）回３目（％）回2目（％）回１目（％）回３目（％）回2目（％）回１      

731373371434るまはてあ
335314223473るまはてあやや
22429125131いならまはてありまあ
8013317いならまはてあ

0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目
0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目

表６

・自己成長した

１年生 2年生
目（％）回３目（％）回2目（％）回１目（％）回３目（％）回2目（％）回１

149384963576るまはてあ
436303034482るまはてあやや
129171134いならまはてありまあ
465001いならまはてあ

0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目

0

20

40

60

80

100（％）

１回目 2回目 ３回目
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　１年生においては，表４の表現力についてのみ，「あ

てはまる・ややあてはまる」と回答した学生が回を追う

ごとに74％～ 61％と減少している。これは，ボランティ

アを重ねることによって表現力が身につき，回数と自分

たちの中での意識変容に関連がみられなかったと思わ

れる。それ以外の質問については，「あてはまる・やや

あてはまる」と回答した学生は73％～ 99％を示し，回

数を重ねるごとに多くなっていた。特に表３の自主的な

活動や，表５の他者との関わりについては，１，２回目

ではあまり変化が見られなかったが，３回目で急に多く

なっている。自主的な活動に関しては，学生自らプログ

ラム構成や運営などの計画を立て，実行したことが満足

度につながったと考えられる。また他者との関わりにつ

いては，直接子どもやその保護者と接することにより，

子どもたちの笑顔や親子のふれあいの様子を間近で経験

したことなどが満足度になって現れたと考えられる。特

に，表２の自らの役割や表６の自己成長については「あ

てはまる・ややあてはまる」と回答した学生が非常に

高くなっている。１年生は初めてボランティアに参加す

る学生が多く，身だしなみや言葉遣いなどの基本的姿勢

から始まり，次々に新しいことを学び自己成長したとい

う意識が回を重ねるごとに高まっていったものと思われ

る。

　２年生においては，表３の自主的な活動について回数

を重ねるごとに「あてはまる・ややあてはまる」と答え

た学生が多くなり，１年次の学習にプラスして何度もボ

ランティア経験をしていることから，自主性が育ってい

ると思われる。それ以外の項目については，ボランティ

ア回数と自分の意識変容はあまり関連がみられなかっ

た。また，すべての質問において，１年生に比し，「あ

てはまる・ややあてはまる」と答えた割合が低い。つま

り，自己評価が低い，という結果と考えられる。しかし，

自由記述欄を見ると，ボランティア活動に対し，１年生

への指導方法を学んだり，自分への課題を見つけたこと

など，向上的で前向きな意見や満足度を満たした意見が

大部分を占めていた。

　これらのことから，２年生は保育所実習や幼稚園実習

を通して現場を経験している上に，就職を目前に控えて

おり，もっと自分は勉強しなければならない，という意

識が強く現れ，その結果自己評価が低くなったと考えら

れる。

３）まとめと今後の課題

　ボランティア活動を継続して行うことにより，学生た

ち，特に１年生には，他者との関わりを学び自主的な活

動ができるようになったなどの意識変容が現れた。平成

19年度はあっぷる結成初年度のため２年間における意識

の変容は調査できていない。平成20年度もあっぷるの活

動は継続しているので，平成19年度１年次で参加した学

生が２年次でどう意識変容するのか継続して調査するこ

とを課題とする。
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